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口唱歌によるリズム学習者の心

和太鼓の事例 一
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はじめに

く唱歌 (しょうが)〉とは、我が国の雅楽伝承で楽器の旋律あるいはリズムを 「ことば」で唱える用語を

指していう。今日では、一般的に日本の伝統音楽の用語として く唱歌〉または 〈口唱歌 (くちしょうが)〉

という呼称が用いられている。〈和太鼓〉の呼称は、ピアノといえばピアノ音楽を指すように、1950年代か

らドラムなど西洋打楽器の影響を受けて我が国の打楽器音楽として始まった太鼓音楽を指す。和太鼓は、

現在では 「東京国際和太鼓コンテスト」が開催されているように、洋楽器の打楽器と区別され、和楽器の

膜鳴楽器の呼び名として 「和太鼓」が定着したと考えられる。本稿では、「和太鼓」の呼称を用いる。

現在では和太鼓を組み合わせて数人で演奏する “
組太鼓

"ス タイルと、一つの和太鼓を数人で演奏す

るスタイル、一人で “
組太鼓

"を
演奏するスタイルなどさまざまである。和太鼓を演奏する場合、通常、

音楽の習得時から本番での演奏においても譜面台は利用せず、日唱歌によって各ブレーズを記憶し、加

算的に奏しながら音楽を完成していく方法が一般的な練習の段取りである。

和太鼓を含む打楽器の音楽は、リズムで構成され、楽器の種類 ・寸法による音の特性及び音の振動数

や強さと減衰度を演奏に活かす音楽が多く作曲される。和太鼓においては音楽を記譜した楽譜の存在は

あるが、音楽の伝達方法は指導者からの日唱歌による歌唱表現と併せて、指導者の範奏 (模範演奏)か

らの身体表現を真似ながら習得が進む。

楽譜を用いずに練習する場合、日唱歌は音符替わりであり、指導者の範奏は演奏の実際的な具体例で

ある。即ち、指導者の存在は音楽の全ての情報源となる。指導者から直接に技術や音楽の微妙な 『綾』

の全てを伝授される。

和太鼓では楽譜へ描き得ない音空間が多い。その理由としてく日唱歌の伝達方法に加えて、和太鼓の

楽器の種類は多様で、音高の調節、打面の調節、楽器のサイズを統一すること等が困難である、という

楽器独自の性質故であろうと考える。和太鼓は
“
融通のきく楽器

"と
位置付けることができる反面、音

楽ではこのような特性を発揮して、楽譜に忠実な原曲主義的な演奏だけではなく、さまざまな和太鼓類

の組み合わせと用いる楽器の数によって、編曲された音楽が無限に広がる。

編曲事例として大きく分ければ、① 演奏上の目的に合わせて楽器の組み合わせを変える ② 編成を演

奏者の人数によって変える ③ 演奏者の得意技を強調するなど、演奏者の演奏レベルに合わす ④ 例え

ば、オーケストラの音楽を和太鼓とピアノで演奏する如くに、編曲者の創造力をいかした作品にするなど

があげられる。このような事情から、和太鼓では演奏家イコール編曲者としての立場が生じることになる。

和太鼓音楽の楽譜には音符の楽譜、ことば譜、絵譜などさまざまな記され方があるが、習得時には、
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